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    テレビ･ラジオで本を紹介しています。 
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 おすすめの本を紹介して、読書のきっかけを作るのも司書の仕事の一つです。 

平成１５年４月から、ＮＨＫ高松放送局の夕方のニュース番組内で、おすすめの本を紹介し

ています。平成２４年１０月からは、ＦＭ香川の夕方の番組にも、司書が交代で出演していま

す。それぞれ５分程度の短いコーナーですが、毎回、季節や今話題になっていること、テレビ

に映したときの見栄えなどを考慮し、頭をひねって、本とテーマを決めています。 

メディアに出演すると、多くの方に本や図書館のことを知っていただけるので、とてもやり

がいがある仕事です。これからも面白い本をご紹介しますので、どうぞお楽しみに。 

ＮＨＫ総合テレビ「ゆう６かがわ」「くらしワンポイント」コーナー  

 毎月第２水曜日18:40頃～，翌週の月曜日11：40頃～（再放送） 

  （高松市図書館の職員と交代で出演しています。） 

ＦＭ香川「ＪＯＹ－Ｕ－ＣＬＵＢ」「晴読雨読」コーナー 

 毎月第３月曜日16:40頃～ 

受験生を応援する本を

紹介します。 

今年は『ごんぎつね』

の作者、新美南吉の 

生誕100年です。 

（放送日、放送内容は変わることがあります。） 
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 「書店ではもう入荷している本が、図書館にはまだ入ってきていない。なぜこんなに時間がかか

るの？」というお問い合わせをいただくことがあります。 

 それは、図書館では本を利用していただけるようになるまでに、さまざまな作業が必要だからな

のですが、今回はどのような作業が図書館で行われているか紹介します。 

選書 どの本を図書館の蔵書とするのか、選定し

ます。主な選定の方法は、見計らい（書店が図書

館の収集目的などを見計らって持ち込んだ本の中

から選定する）とリスト選定（出版案内等から選

定する）です。 

 限られた予算の中で、できる限り多様な要望に

応えられるよう、知恵を絞って選定しています。 

発注 選定委員会を通過し、購入が決まったも

のは、書店に発注します。 

納品・検収 書店等から納品された本が注文通

りのものか、チェックします。 

受入れ・請求記号の付与  

 本を図書館の財産として受入れをし、請求記

号（本の配架場所を表す記号）を付与します。 

 どの作業にも、正確さと迅速さを心がけてい

ます。 

配架・本の提供 

装備 蔵書印（所蔵者を示す印）を押したり、請

求記号ラベル（本の配架場所を表すラベル）を

貼ったり、利用の多い分野の本には、ブックコー

ト（本を保護するための透明のフィルム）をかけ

たりします。 

 手先の器用さが要求される作業です。 

見計らい選定（左） 
リスト選定に使用するチラシ（右） 

     検収作業 
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この本オススメです！ 

 

～図書館の本棚からピックアップ～ 

「瀬戸の島旅」 

ＲＯＯＴＳ ＢＯＯＫＳ／責任編集 

（西日本出版社）２０１２．４ 

（請求記号：Ｋ２９１０／Ｒ３） 

 

 

 

 

 

 

 

「カロリーヌ キャンプにいく」 

 ピエール・プロブスト／さく  

 （ＢＬ出版）１９９８．１２ 

 （請求記号：Ｊ／Ｐ１３／３－５） 

 
 

 

 

 

 

なつかしの 

  カロリーヌ 
いざ、「島旅」へ 

現代アートの祭典「瀬戸内国際芸術祭２０

１３」が、今年の春、夏、秋の３期にわたっ

て、瀬戸内海の島々を会場に開催されます。 

３年前に開催された第１回目の芸術祭で会

場だった、直島、豊島、女木島、男木島、小

豆島、大島、犬島に加えて、今回は、新た

に、沙弥島、本島、高見島、粟島、伊吹島も

会場となるそうです。皆さんはこのうちいく

つの島に渡ったことがあるでしょうか。 

ご紹介する『瀬戸の島旅』は、瀬戸内・香

川沖の２５島をくまなく歩いて取材したガイ

ドブックで、歴史や文化、景色を満喫できる

スポット、食材など、島々の豊かさや魅力を

詳細に伝えています。 

たとえば斜面に家々が重なるように密集し

た男木島は、集落の中はほとんどが坂道や石

段になっていて、まるで迷路のように入り組

んだ路地が続くそうです。その路地をあがっ

た先にある豊玉
とよたま

姫
ひめ

神社は、島の人たちに親し

みを込めて「玉
たま

姫
ひめ

さん」と呼ばれ、そこから

振り返ってみる集落とその先に広がる瀬戸内

海が美しいと紹介しています。 

潮風に誘われてこのガイドブックを片手に

島に渡り、アート作品の鑑賞はもちろんのこ

と、島の人たちとの交流を通じて島の暮らし

に接したり、その土地に根差した食べ物を堪

能するなど、「島旅」を楽しんでみてはいか

がでしょうか。きっと新たな出会いや発見が

あるでしょう。 

今年は、フランスの絵本作家ピエール・プロ

ブストの生誕１００年にあたります。 

 名前を聞いても今ひとつピンと来ないという

方のなかにも、金髪の女の子「カロリーヌ」と

ネコ、犬、クマなどの動物たちが海や牧場に

行ったり、ときには月にまで行ってしまったり

と楽しい出来事が色鮮やかに描かれている絵

本、といえば、懐かしく思われる方もいらっ

しゃるのではないでしょうか。 

私が「カロリーヌ」と出会ったのは、かれこ

れ３０年以上前のこと。その頃、我が家の本棚

には日本の民話を中心とした絵本がずらりと並

んでいました。その中にただ一冊、フランスの

絵本『カロリーヌとおともだち』（小学館 １

９７４年刊）がありました。私は、事あるごと

にこの絵本を開き、わくわくしながら眺めてい

ました。なかでも「うれしいなつやすみ」とい

う話が大好きでした。カロリーヌと動物たちが

キャンプに行き、スパゲティを食べる場面で、

くまがとても長いスパゲティをあやとりのよう

にくるくると腕に巻きつけて食べる姿は私の憧

れでした。 

この絵本は現在、「カロリーヌとゆかいな８

ひき」というシリーズとなって、ＢＬ出版より

出版されています。キャンプの話も『カロリー

ヌキャンプにいく』というタイトルで一冊の絵

本になっています。昔のものと比べ、色が鮮や

かになり、カロリーヌたちの表情もさらに生き

生きと輝いているように見えます。お子さんだ

けでなく、大人の方も一緒に楽しめる絵本で

す。 
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平成２４年１２月から全３回開催した「語り手養成講座～はじめよう！ストーリーテリング

～」が、平成２５年１月２４日（木）に終了しました。県内各地から集まった３０名の受講生

は、とても熱心で冬の寒さを吹き飛ばすようでした。 

講師は、辻村千良子さん。大学在学中から児童文学者 間崎ルリ子氏が主催する「鴨の子文

庫」の勉強会に参加し、現在は聾学校の子どもたちへのストーリーテリングをはじめ、図書

館、公民館でも積極的に活動されています。 

第１回と２回の講座は、辻村先生のストーリーテリングをまじえた講義、最終回には、受講

生５名がストーリーテリングの実践をしました。うち４名は、今回が初めてでしたが、そうと

は思えないほど落ち着いて、作品に対して誠実に語ることができました。 

今回の講座がきっかけとなり、少しでも多くの語り手がうまれることを願っています。 

 講師の辻村千良子さん 


